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附立筆

附立筆（つけたてふで）は、主に墨を使って描く際に用
いられる筆で、付立筆や没骨筆（もっこつふで）とも呼
ばれます。
水墨画では没骨画法（中国画の彩色画法の一種）という、
輪郭線は描かずに、面によってその形を現してゆく技法
があり、筆のしくみを最大限に活かすことで、濃、淡、潤、
渇、遅、速など、多彩な表現をしていきます。その際に
使用する筆として、穂先を長く揃えることができ、筆の
膨らみを活かした濃淡表現に向いている附立筆が用いら
れます。
附立筆の種類は豊富にあり、その中でも墨の含みが非常
に良い「長流（ちょうりゅう）」がもっとも一般的で、
主に上質の羊毛で作られ、腰の強さをつけるために馬毛
や鹿毛を混ぜ、穂先には狸の毛を使ったものが良いとさ
れています。他に、運筆（うんぴつ：筆づかいや筆の運
び等）の練習用に使用される「玉蘭（ぎょくらん）」や、
鹿の毛で作られた硬めでざらつきのある「山馬（さん
ば）」、穂先が長細い羊毛製の「如水（じょすい）」があ
ります。硬さや腰がそれぞれ違うので、表現に合わせて
選びましょう。良い筆の条件は、穂先がしっかりと揃い、
描く途中で筆先が割れず、腰が強くヘタッと中間で曲が
らないことです。墨が途中で止まらずに、画面によく降
りるかどうかも大切なポイントです。「則妙筆（そくみょ
うふで）」「習字用筆」など、一定の穂の長さと、墨の含
みを持つものであれば、附立筆に近いものと言えます。
使用後は水やぬるま湯でよく洗い、水分を切ります。乾
いたタオル等の上に寝かせて、直射日光の当たらない風
通しの良い場所で乾かしましょう。このときに筆立てに
入れて穂先を上にして立てた状態にすると、根元に水分
が溜まり筆を傷めてしまうので注意しましょう。
附立筆は、日本画の材料を取り扱う画材店の他に、一般
的な画材店で購入できます。
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